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午後

1 B

平 成 20 年 度

�級土木施工管理技術検定学科試験

問 題 B (必須問題)

次の注意をよく読んでから始めてください。

【注 意】

1．これは問題Ｂです。表紙とも 8 枚，3 5 問題あります。

2．解答用紙（マークシート）には間違いのないように，試験地，氏名，受験番号を記入するととも

に受験番号の数字をぬりつぶしてください。

3．必須問題ですから全問題を解答してください。

4．解答は別の解答用紙（マークシート）にHBの鉛筆又はシャープペンシルで記入してください。

（万年筆・ボールペンの使用は不可）

問題番号 解答記入欄

No. � ① ② ③ ④

No. � ① ② ③ ④

No. 10 ① ② ③ ④

解答用紙は となっていますから，

当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。

解答のぬりつぶし方は，解答用紙の解答記入例（ぬりつぶし方）を参照してください。

なお，正解は�問について一つしかないので，二つ以上ぬりつぶすと正解となりません。

5．解答を訂正する場合は，プラスチック製消しゴムできれいに消してから訂正してください。

消し方が不十分な場合は，二つ以上解答したこととなり正解となりません。

6．この問題用紙の余白は，計算等に使用してもさしつかえありません。

ただし，解答用紙は計算等に使用しないでください。

7．解答用紙（マークシート）を必ず監督者に提出後，退席してください。

なお，この試験問題は，試験終了時刻（ 1 5 時 3 0 分）まで在席した方のうち，希望者に限

り持ち帰りを認めます。途中退室した場合は，持ち帰りはできません。

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。
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※ 問題番号 No.1〜 No.35 までの 35 問題は必須問題ですから全問題を解答してください。

【No. 1】 トータルステーションによる測量に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ トータルステーションで直接観測若しくは測定しているものは，水平角，鉛直角及び水平距離

である。

⑵ 水平角観測が�対回（望遠鏡正位と望遠鏡反位の�組の観測）の場合，望遠鏡正位と望遠鏡反

位の観測結果の較差（同一目標の正位，反位の秒位の差）により観測値の良否を判定する。

⑶ 鉛直角観測値は，トータルステーション観測点と視準点との高低差の算出にも用いられる。

⑷ 距離測定が�回測定の場合，�回の測定値の差により測定値の良否を判定する。

【No. 2】 鋼巻尺を用いた�測点間の距離の測定値に対し，尺定数補正，温度補正及び傾斜補正を

行なった。この場合の補正値の符号の組合せとして，次のうち正しいものはどれか。

ただし，測定は下表の条件で行われたものとする。

�m�測点間の高低差

10 kgf測定時の張力

15 ℃測定時の温度

50 m愛 6.0 mm（20 ℃，10 kgf）尺定数

［尺定数補正］ ［温度補正］ ［傾斜補正］

⑴ + ………………… + ………………… -
⑵ - ………………… - ………………… +
⑶ - ………………… + ………………… +
⑷ + ………………… - ………………… -

― 1 ―

Owner
テキストボックス
（解答　1）

Owner
テキストボックス
（解答　4）
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【No. 3】 公共工事標準請負契約約款に関する次の記述のうち，誤っているものはどれか。

⑴ 請負者は，あらかじめ，発注者の承諾を得た場合を除き，契約により生じる権利又は義務を第

三者に譲渡し，又は承継させてはならない。

⑵ 設計図書において監督職員の検査を受けて使用すべきものと，指定された工事材料の検査に直

接要する費用は，請負者が負担する。

⑶ 請負者は，工事の主たる部分又は他の部分から独立してその機能を発揮する工作物の工事につ

いては一括して第三者に委任し，又は請け負わせることができる。

⑷ 発注者が請負者に支給する工事材料の引渡しにあたっては，請負者の立会いの上で発注者の負

担において監督職員が検査を行う。

【No. 4】 公共工事の発注における�総合評価方式�に関する次の記述のうち，誤っているものは

どれか。

⑴ 本方式は，競争参加者の技術提案に基づき，価格に加え価格以外の要素も総合的に評価して落

札者を決定するものである。

⑵ 競争参加者の技術提案の評価は，発注者が事前に提示した評価項目について，事業の目的，工

事の特性等に基づき，発注者が事前に提示した評価基準及び得点配分に従い行われる。

⑶ 本方式において決定された落札者が，自己の都合により技術提案の履行を確保できなかったと

きの措置については，契約上取り決めておくものとされている。

⑷ 本方式は，品質の確保が目的であることから，環境対策や工期短縮などの技術提案はいかなる

場合も評価の対象にはならない。

【No. 5】 建設機械の最近の動向に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 油圧式ショベルとしては，都市土木工事において便利な小型化が進展するとともに，後方の旋

回半径が小さい後方小旋回ショベルが増加している。

⑵ 振動ローラは，他の形式のローラに比較して高い締固め効果を発揮するため，近年は土工現場

及び舗装現場での利用率が高くなっている。

⑶ �特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律�は，特定特殊自動車の排出ガスを規制する

ものであり，建設工事では現場内のみで使用される建設機械に適用される。

⑷ 現在の油圧式ショベルやブルドーザの操作レバーは，各メーカーごとに配置や操作方式が異な

り，誤操作の危険が大きいために，操作レバーの操作方式の統一化が今後予定されている。
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Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　4）

Owner
テキストボックス
（解答　4）
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【No. 6】 建設工事の着手に際し施工者が関係法令に基づき提出する�届出等書類�と，その�提

出先�との組合せとして，次のうち誤っているものはどれか。

［届出等書類］ ［提出先］

⑴ 道路交通法に基づく道路使用許可申請書 ……………………… 道路管理者

⑵ 消防法に基づく電気設備設置届 ………………………………… 消防署長

⑶ 労働保険の保険料の徴収等に関する法律に基づく

労働保険・保険関係成立届 ……………………………………… 労働基準監督署長

⑷ 騒音規制法に基づく特定建設作業実施届出書 ………………… 市町村長

【No. 7】 土留め壁を構築する場合における�土質�，�地下水�，�留意すべき現象�，�土留め工

法�との一般的な組合せとして，次のうち適当なものはどれか。

［土質］ ［地下水］ ［留意すべき現象］ ［土留め工法］

⑴ 砂質土 ………………… 高い ……… ヒービング ………… 親杭横矢板

⑵ 軟らかい粘性土 ……… なし ……… ボイリング ………… 親杭横矢板

⑶ 砂質土 ………………… 高い ……… ボイリング ………… 鋼矢板

⑷ 硬い粘性土 …………… なし ……… ヒービング ………… 鋼矢板

【No. 8】 建設業法で定められている工事現場ごとに公示すべき事項等に関する次の記述のうち，

正しいものはどれか。

⑴ 1,000 万円の工事を請け負った建設業者は，建設業の許可票標識の掲示を省略することができ

る。

⑵ 建設業の許可票標識の記載事項には，代表者の氏名，主任（監理）技術者の氏名，請負金額，

下請の有無，許可を受けた建設業がある。

⑶ 施工体制台帳を作成する必要がある公共工事の特定建設業者は，各下請の施工の分担関係を表

示した施工体系図を作り，公衆の見やすい場所に掲示しておかなければならない。

⑷ 建設業の許可票標識に監理技術者名が記載されている現場の監理技術者は，監理技術者資格証

及び監理技術者講習終了証を携帯する必要はない。
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Owner
テキストボックス
（解答　1）

Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　3）
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【No. 9】 建設機械の選定等に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 建設機械のトラフィカビリティは，ポータブルコーンペネトロメータで測定したコーン指数で

判断される。

⑵ ロードローラは，高含水比の粘性土あるいは均一な粒径の砂質土の締固め作業に適する。

⑶ 地盤のコーン指数が 300 kN/m2の場合，一般的な盛土の敷均し作業には，湿地ブルドーザを

選定する。

⑷ 振動ローラは，一般に粘性の少ない砂利や砂質土の締固めに効果的である。

【No. 10】 トラクターショベルの�日あたり積込み作業量（地山土量）として，次のうち正しいも

のはどれか。

ただし，次に示す条件により計算するものとする。

バケットの山積み容量（qo） 1.4 m3

バケット係数（K） 0.50

サイクルタイム（Cm） 60 秒

土量変化率 L＝ほぐした土量／地山土量 1.20

作業効率（E） 0.8

�日あたり運転時間 6時間

⑴ 168 m3

⑵ 242 m3

⑶ 263 m3

⑷ 378 m3

― 4 ―

Owner
テキストボックス
（解答　2）

Owner
テキストボックス
（解答　1）
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【No. 11】 施工計画及び工程計画立案時の留意事項に関する次の記述のうち，適当でないものはど

れか。

⑴ 主要工種の施工方法を複数選定し，施工手順，組合せ機械等について検討を行い，最適な工法

に絞り込む。

⑵ 組合せ機械の検討においては，主作業の機械能力を最大限に発揮させるために，従作業の機械

能力を主作業の機械能力より，低めとする。

⑶ 施工手順の検討においては，可能な限り繰返し作業を増やすことによって習熟をはかり，効率

を上げる。

⑷ 全体工程のバランスを考え，作業の過度な凹凸を避ける。

【No. 12】 工程管理に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 工事の進�状況の確認は，毎日あるいは毎週，毎月定期的に工事進�の実績を工程表に記入し，

予定工程と実施工程を比較することにより行う。

⑵ 進�状況の確認の結果，工程の遅延が判明したときは，直ちに遅延原因を調査し，他の工種に

与える影響などを考慮した工事促進の処置をとる。

⑶ 予定工程曲線と実施工程曲線のずれ（差）として許容できる範囲とは，一般に突貫工事をすれ

ば工期を守ることができる範囲のことである。

⑷ 実施工程曲線が，バナナ曲線（工程管理曲線）の下方許容限界を超えたときは，抜本的な工程

の見直しが必要である。

【No. 13】 工程管理に使われる工程表の種類と特徴に関する次の記述のうち，適当でないものはど

れか。

⑴ グラフ式工程表は，どの作業が未着工か，施工中か，完了したかが一目瞭然であり，施工中の

作業の進�状況もよくわかる。

⑵ ネットワーク手法は，工程遅延の処置をする場合に，どの作業をどの程度早めたらよいかを的

確に判断することができる。

⑶ 横線式工程表（バーチャート式工程表）は，各作業の進�度合い，各作業の必要な日数，全工

期に影響を与える作業がどれであるかがよくわかる。

⑷ 座標式工程表（斜線式工程表）は，トンネル工事のように工事区間が線上に長く，しかも工事

の進行方向が一定の方向に進�するような工事に適している。
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Owner
テキストボックス
（解答　2）

Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　3）



DHP-B.mcd  Page 7 08/06/23 09:28  v4.23

【No. 14】 下図のネットワークで示される工事において，	日目の作業が終わった段階でフォロー

アップを行なったところ，作業A，Bはすべて完了しているが，今後，Cは�日，Dは

�日，Eは
日それぞれ必要であることがわかった。次の記述のうち適当なものはどれ

か。

ただし，図中のイベント間の A〜Gは作業内容，また，数字は作業日数を表す。

⓪ ②

①

③

④ ⑤
B

5

D

3

E

6

G

5

F

4

A

3

C

6

⑴ 工事は，当初の工期より�日遅れている。

⑵ 工事は，当初の工期より�日遅れている。

⑶ 工事は，すべて順調に進んでおり，当初の工期内に完了することができる。

⑷ 工事は，予定より早く進んでおり，当初の工期より�日早く完了する。

【No. 15】 建設工事において�次下請会社が工事安全上実施した対応に関する次の記述のうち，適

当なものはどれか。

⑴ 請け負った工事の工期が�ヶ月と短かったために，特定元方事業者が設置した労働災害防止の

協議会に参加しなかった。

⑵ 毎日，作業を開始する前に，当日の作業に従事する労働者の員数を特定元方事業者に通知した。

⑶ 作業内容が毎日同じであったために，作業開始前の労働者に対する作業の内容，手順，安全に

ついての指示は，�週間ごとに�回行なった。

⑷ 掘削作業に際し，自社所有のブルドーザを現場で使用するために，その持込みについて，特定

元方事業者に事前に通知を行わなかった。
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Owner
テキストボックス
（解答　2）

Owner
テキストボックス
（解答　2）
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【No. 16】 建設現場における安全衛生水準の向上を目的としたリスクアセスメントに関する，下記

の文章の に当てはまる適切な語句の組合せとして，次のうち適当なものはど

れか。

リスクアセスメントは， � ，現場に 
 労働災害の � 危険性

又は有害性を特定し，特定した危険性又は有害性を�災害の重大性（重篤度）�及び

�災害の可能性（度合）�からリスクを見積もり，リスクレベルの � ものから優

先して危険性又は有害性を除去・低減することを目的とする手法である。この手法を導

入してその手順を確立し，効果的に運用することにより労働災害の防止をはかるもので

ある。

� � � �

⑴ 作業終了後に ……………… 発生した ………… 発生結果から ……… 小さな

⑵ 同種工事に関して ………… 潜在する ………… 発生原因となる …… 小さな

⑶ 作業の進行に合せて ……… 発生した ………… 発生結果から ……… 大きな

⑷ 工事に着手する前に ……… 潜在する ………… 発生原因となる …… 大きな

【No. 17】 道路工事現場における標示施設の設置等に関する次の記述のうち，適当でないものはど

れか。

⑴ 道路工事を行う場合は，必要な道路標識を設置するほか，工事区間の起終点には工事内容，工

事期間等を示した標示板を設置する。

⑵ 迂回路等を示した標示板の設置位置は，迂回路の出入口が工事区間の起終点から遠く離れてい

る場合，工事区間の起点と終点とする。

⑶ 道路工事現場における標示板及び防護施設は，堅固な構造とし，所定の位置に整然と設置して，

修繕，塗装，清掃等の維持を常に行う。

⑷ 車両等の進入を防ぐ必要のある工事箇所には，バリケードを設置し，交通に対する危険の程度

に応じて赤ランプ，標柱等を用いて工事現場を囲む。
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Owner
テキストボックス
（解答　4）

Owner
テキストボックス
（解答　2）
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【No. 18】 手すり先行工法に関するガイドラインによる足場の組立て，解体作業に関する次の記述

のうち，適当なものはどれか。

⑴ 手すり先行工法による足場を設置する場合は，各部材の配置，寸法及び材質，取付け時期や順

序が明記された組立図を作成することが必要である。

⑵ 手すり先行工法による足場を採用する場合には，組立作業は転落の危険がないので悪天候時で

も作業が可能である。

⑶ 手すり先行工法による足場を採用する場合は，足場作業床の幅を 30センチメートルまで縮小

することができる。

⑷ 手すり先行工法による足場を採用する場合は，高さ�メートル以上においても作業主任者の選

任を省略することができる。

【No. 19】 地上 2.5メートルの箇所で，	ヶ月間以上使用する場合のつり足場の設置に関し，労働

安全衛生法上，次の記述のうち誤っているものはどれか。

⑴ 事業者は，足場の構造及び材料に応じて作業床の最大積載荷重を定めて，これをこえて積載す

る場合には，労働者に周知させなければならない。

⑵ つり足場の工事計画書は，工事開始の 30 日前までに所轄の労働基準監督署長に提出しなけれ

ばならない。

⑶ つり足場の工事計画書は，所定の安全衛生の実務経験を有する�級土木施工管理技士等，法令

に定められた資格を有する者を参画させて作成しなければならない。

⑷ 事業者は，�足場の組立て等作業主任者�を選任し，その作業主任者に作業方法を決定させ，

作業の進行状況を監視させなければならない。
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Owner
テキストボックス
（解答　1）

Owner
テキストボックス
（解答　1）
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【No. 20】 移動式クレーンに係る玉掛け作業時の労働災害を防止するための作業分担に関する次の

記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 事業者は，作業標準の作成及び関係労働者の作業配置の決定をするほか，作業責任者に作業前

打合せの実施を行わせなければならない。

⑵ 玉掛け作業責任者は，クレーンの据付け状況及び運搬経路を含む作業範囲内の状況を確認し，

必要な場合は障害物の除去を行う。

⑶ 合図者は，クレーン運転者及び玉掛け者が視認できる場所に位置し，玉掛け者からの合図を受

けた際は，関係労働者の退避状況と第三者の立入りがないことを確認して，クレーン運転者に

合図を行う。

⑷ 玉掛け者は，作業開始前に，使用するクレーンにかかわる点検を行い，据付け地盤の状況を確

認し，必要な場合は地盤の補強等の措置を要請する。

【No. 21】 移動式クレーン，バックホウ等の建設機械の使用及び取扱いに関する次の記述のうち，

適当なものはどれか。

⑴ 移動式クレーンの定格荷重は，作業半径にかかわらず一定である。

⑵ 現道上の工事では，工事の作業区域や機械の作動範囲を明確に区分し，工事の作業区域に安全

柵を設置して公衆の立入りを禁止するとともに，工事の作業区域以外の場所では作業を行わな

い。

⑶ 建設機械の使用，取扱いにあたっては，その機械に定められた運転者，取扱者を選任すれば，

当該建設機械に運転者，取扱者を表示する必要がない。

⑷ 事業者は，有資格者が機械の運転を行う場合には，定められた手順に従って作業が行われてい

るかどうかの確認は必要がない。

【No. 22】 掘削，積込み機械の安全作業に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 急傾斜地では，機械の進行方向が極力傾斜面に正対するように走行し，また機械の前進方向が

常に山側に向く（前進シフトで登り，後進シフトで降りる）走行を行う。

⑵ バックホウで土砂をダンプトラックに積み込む際，旋回距離が短くなる場合には，ダンプト

ラックの運転席上を荷が通過する旋回で行う。

⑶ バックホウ掘削を行う時は，法肩の崩壊を想定し，クローラが法肩に対して直角になるように

機械を配置する。

⑷ 降雨時の作業は，地盤の状態をよく確認してから開始し，火山灰などの降雨により崩壊しやす

い地盤の法肩付近では安全な距離を確保して行う。
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Owner
テキストボックス
（解答　4）

Owner
テキストボックス
（解答　2）

Owner
テキストボックス
（解答　2）
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【No. 23】 現場で行うアーク溶接作業に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 箱桁内などの狭い場所での溶接作業においては，溶接のシールドガス（CO2）が充満して，酸

素欠乏となる危険があるため，十分な換気を行う。

⑵ アーク溶接を行う場合には，火花やスラグ等による火傷を防ぐため，前掛け，腕カバー，革手

袋等の保護具を用いる。

⑶ 被溶接材，又はこれと電気的に接続される定盤等の金属体には，接地工事は行わない。

⑷ アーク，火花によって，引火，火災を起こすことがないよう，溶接作業を行う周辺には，ボロ

布等は置かない。

【No. 24】 水道管，下水道管，ガス管等の地下埋設物が予想される場所での掘削作業に関する次の

記述のうち，適当なものはどれか。

⑴ 施工者は，埋設物のないことが明確でない車道部の掘削では，深さ�メートルまでの試掘によ

り埋設物の確認を行う。

⑵ 露出した埋設物がすでに破損していた場合は，掘削工事の施工者の責任において，直ちに修理

を行う。

⑶ 施工者は，露出した埋設物には，埋設物の名称，保安上の必要事項，管理者の連絡先等を記載

した標示板を取り付け，工事関係者に注意を喚起する。

⑷ 施工者は，ガス管が埋設されている近くを掘削する場合，ガス管に触れるおそれのないときに

は，溶接機等火気を伴う機械器具類を使用することができる。

【No. 25】 職業性疾病の予防に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ チッピングハンマを用いた岩石のはつり作業における振動障害の予防には，�日における振動

業務の作業時間（休止時間を除く。）は�時間以内とし，一連続作業時間はおおむね 30 分以内

とする。

⑵ 雨水が滞留しているマンホール内部作業等における酸素欠乏症の予防には，その日の作業開始

前に作業場所の空気中の酸素濃度を測定し，酸素濃度を 18 ％以上に保つよう換気する。

⑶ 石綿等を張り付けた物の解体等の作業における石綿障害の予防には，原則として，石綿等が湿

潤な状態で作業を行う。

⑷ 熱中症の予防には，作業場所に水分や塩分等を備え付け，労働者が容易に補給できるようにす

る。
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Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　1）
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【No. 26】 ISO 9000ファミリーに示された品質マネジメントシステムを構築し，実施するプロセ

スアプローチのステップ（実施手順）の組合せとして，次のうち適当なものはどれか。

� 各プロセスの有効性及び効率を測定する方法を設定する。


 品質マネジメントシステムの継続的改善のためのプロセスを確立し，適用する。

� 組織の品質方針及び品質目標を設定する。

� 品質目標の達成に必要なプロセス及び責任を明確にする。

⑴ � → � → 
 → �

⑵ 
 → � → � → �

⑶ 
 → � → � → �

⑷ � → � → � → 


【No. 27】 品質管理を行うにあたり，品質特性を選定する場合の留意点として，次の記述のうち適

当でないものはどれか。

⑴ 管理すべき品質特性が複数ある場合は，その中から品質特性を�つ選び管理する。

⑵ 品質特性を定める場合には，工程上管理しやすく，かつ，早期に測定結果のわかる品質特性を

選び管理する。

⑶ 代用特性を品質特性として用いる場合は，目的としている品質特性と代用特性との関係が明確

である品質特性を選び管理する。

⑷ 設計図及び仕様書に定められた品質に重要な影響を及ぼす品質特性を選び管理する。

【No. 28】 レディーミクストコンクリート（JIS A 5308）に規定されている普通コンクリートの品

質管理の規格値（許容差）に関する次の記述のうち，誤っているものはどれか。

⑴ 空気量の許容差は，空気量 4.5 ％のとき葵 1.5 ％である。

⑵ スランプの許容差は，スランプ	cm以上 18 cm以下のとき葵 2.5 cmである。

⑶ スランプフローの許容差は，スランプフロー 50 cmのとき葵 7.5 cmである。

⑷ 圧縮強度の許容値は，強度試験の
回の試験結果の平均値が，購入者が指定した呼び強度の強

度値の 85 ％以上である。
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Owner
テキストボックス
（解答　4）

Owner
テキストボックス
（解答　1）

Owner
テキストボックス
（解答　4）
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【No. 29】 道路路床盛土の品質管理における�品質特性�と�土質試験名�との組合せとして，次

のうち適当なものはどれか。

［品質特性］ ［土質試験名］

⑴ 施工含水比 ………… 土の液性限界試験

⑵ 乾燥密度 …………… 土の粒度試験

⑶ たわみ量 …………… 平板載荷試験

⑷ 支持力値 …………… 現場CBR試験

【No. 30】 工事の品質管理の試験頻度に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 管理結果を工程能力図にプロットし，それが一方に片寄っている状況が続く場合は，試験頻度

を変えずに施工を継続して異常の有無を確認する。

⑵ 作業の進行に伴い管理の限界を十分満足できることがわかれば，工程の初期段階に増加した試

験の頻度は，それ以降減らしてもよい。

⑶ 作業員や施工機械などの組合せを変更するときは，試験頻度を増し，新たな組合せによる品質

の確認を行う。

⑷ 各工程の初期段階においては，試験の頻度を増し，品質を把握する。

【No. 31】 鉄筋コンクリート構造物の鉄筋の加工及び組立の検査時の標準的な判定基準に関する次

の記述のうち，適当でないものはどれか。

⑴ 組み立てた鉄筋のかぶりの許容誤差は，設計値に対して葵25 mmの範囲内とする。

⑵ 鉄筋加工後の全長に対する寸法の許容誤差は，葵20 mmとする。

⑶ 組み立てた鉄筋の有効高さの許容誤差は，設計寸法の葵
％，又は葵30 mmのうち小さいほ

うの値とし，最小かぶりは確保する。

⑷ 組み立てた鉄筋の中心間隔の許容誤差は，葵20 mmとする。
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Owner
テキストボックス
（解答　4）

Owner
テキストボックス
（解答　1）

Owner
テキストボックス
（解答　1）
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【No. 32】 コンクリートの非破壊試験方法のうち，鉄筋の位置，径，かぶりを推定するのに適した

ものは，次のうちどれか。

⑴ 反発度に基づく方法

⑵ 弾性波を利用する方法

⑶ 電磁誘導を利用する方法

⑷ 電気化学的方法

【No. 33】 山岳トンネルの施工における周辺環境対策に関する次の記述のうち，適当なものはどれ

か。

⑴ 騒音・振動の防止対策にあたっては，伝播経路での対策，受音点・受振点での対策が基本であ

り，発生源の対策は次善の策として実施する。

⑵ 坑内排水のような一時的な排水は，水質汚濁防止法の対象外となっており，都道府県等の条例

によって規制されることはない。

⑶ 周辺地盤の変状による地表面沈下の防止対策工法としては，先受け工法，支保工沈下対策，条

件によっては裏込充てん工法がある。

⑷ トンネルの施工に伴う渇水問題は，調査が困難であるので，周辺の湧水状況などの事前調査は

実施しなくてもよい。

【No. 34】 �建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（建設リサイクル法）�に基づく，対象

建設工事の都道府県知事等への届け出（工事着手の�日前まで）事項として，定められ

ていないものは，次のうちどれか。

⑴ 分別解体等の計画

⑵ 工事の着手時期及び工程の概要

⑶ 解体工事である場合においては，再資源化後の利用計画及び工事予定金額

⑷ 解体工事である場合においては，解体する建築物等に用いられた建設資材の量の見込み
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Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　3）

Owner
テキストボックス
（解答　3）
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【No. 35】 工事現場で発生する下記の建設発生土等の措置に関する次の記述のうち，適当でないも

のはどれか。

⑴ 杭基礎施工の場所打ち杭工法により発生する泥土化した掘削土（粒子の直径が 74ミクロン以

下の建設汚泥）は，産業廃棄物として産業廃棄物処理業者に処理を委託した。

⑵ 構造物取壊しにより発生するコンクリート塊は，現場で再生処理して構造物の裏込材として利

用した。

⑶ 地山掘削による掘削土砂は，運搬して他の工事の盛土に利用した。

⑷ 港湾・河川の浚渫に伴って生ずるすべての土砂は，廃棄物処理法の対象となるため，産業廃棄

物として処理場に運搬した。
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Owner
テキストボックス
（解答　4）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




